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北海道社会貢献賞

　11月６日、新篠津村国民健康保険運営協議会の前会長で

ある林國明さんが北海道より社会貢献賞（国民健康保険事

業功労者）を受賞し、村長室で石狩振興局保健環境部の澁

谷恵輔環境福祉長より表彰状が授与されました。

　林さんは、平成５年５月から20年以上にわたり同運営協

議会委員を務められ、平成20年６月からは会長として村の

国民健康保険の安定的な運営に取り組み、国民健康保険事

業の推進向上に多大な貢献をされた功績が認められました。

親子で料理づくり！
　11月７日、保健センターで新小６年生28名と家族が村食

生活改善協議会主催の「おやこの食育教室」に参加、かん

たんスパニッシュオムレツなど４品の料理づくりに挑戦し

ました。児童らは食改のスタッフより主食・主菜・副菜な

どの説明を熱心に聞き、栄養バランスの大切さを学んでい

ました。実習では、お母さん方より包丁捌きの手ほどきを

受け、手際よく料理を調理していました。

　山元千紘さんは「玉ねぎが目に染みて痛かった。毎日料

理をしてくれるお母さんのように上手になりたい」と感想

を述べていました。

高齢者見守り協定締結式
　11月12日、村と生活協同組合コープさっぽろとの間で「高

齢者の地域見守り活動に関する協定」を締結しました。　

これは、高齢者などが住み慣れた地域で安心して日常生活

を送れるようコープさっぽろの宅配システム「トドック」

を活用し、宅配スタッフが配達を兼ねて高齢利用者の安否

を確認することを目的に協定を取り交わしたものです。

　この日は、コープさっぽろの中島則裕専務理事ら３人と

マスコットキャラクタートドックが役場を訪れ、東出村長

と協定書を交換しました。

　東出村長は「高齢者世帯が年々増加し行き届かないこと

もある。この協定は心強い」と期待していました。

いざという時に備えて
　「局地的な集中豪雨により石狩川が危険水位を超えた」

事を想定した「防災避難訓練」が11月８日に中央自治区、

12日には第５自治区の区民を対象に実施されました。

　これは、防災行政無線で避難勧告などの伝達による避難

訓練を実施することにより、円滑な災害活動の確保及び地

域住民の防災意識の高揚を図ることを目的に行われたもの

です。

　第５自治区の訓練では、防災行政無線で避難勧告発令の

放送が流れると区民約70人が避難所として開設された克雪

管理センターに避難し、救命処置の方法や非常食試食など

災害への対応を学びました。


